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トポロジカルフォトニクスは、物性物理学で発展してきたバンドロポロジーの概念を光に適用

するフォトニクスの新たな分野であり、従来技術では実現困難な機能を有する集積フォトニクス

デバイスの開発が進展しつつある[1]。しかしながら、特に実現が期待されるカイラルエッジ状態

を利用した一方向性導波路[2,3]は、材料面での課題などのため実現が難しく、大きな磁気光学効

果を示す材料の開発が期待されている。本研究では、誘電率の対角成分が実効的にほぼゼロにな

るイプシロンニアゼロ(Epsilon-Near-Zero: ENZ)材料において磁気光学効果が増強される可能性が

あることに着目し[4]、その特性解析を行っている[5]。今回の報告では、赤外波長域に ENZ特性を

示すことが知られている ITO(Sn 5wt.％)薄膜を作製し、ENZ 特性が磁気光学特性に与える影響を

検証した。Fig.1に RF スパッタ装置を用い、成膜時の酸素ガス比率を変化させて作製した ITO薄

膜の誘電率の波長依存性を示す。誘電率がゼロとなる ENZ特性が赤外波長域に存在しており、成

膜時の酸素濃度に応じてキャリア密度が変化し、ENZ特性を示す波長が変化していることが確認

できる。Faraday効果の波長依存性の測定結果（Fig.2）から、赤外領域に Faraday 回転角が確認さ

れ、そのピーク位置が ENZ 波長の変化に応じてシフトすることが確認される。これらの結果は

ITO 薄膜の誘電率の対角成分が減少することにより、磁気光学効果が増強された結果であると推

測できる。 
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Fig.1 Wavelength dependence of permittivity of ITO films with 

different O2 ratio condition, (a) real, (b) imaginary 
Fig.2 Wavelength dependence of 

Faraday rotation of ITO films. 
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